
駅前広場の基本計画(案)の説明会を行います。
詳細は４ページをご覧ください。

これからも祐天寺駅周辺のまちづくりを一緒に進めていきましょう‼
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目黒区からの

お知らせ

１

3月13日（日）に第3回懇談会を行い、駅前広

場の再整備に関する議論のほか、令和4年度に

継続検討を行う４つのプロジェクトについて意

見交換を行いました。

令和4年度も、4月24日（日）に予定している

駅前広場の基本計画(案)の説明会をはじめ、

４つのプロジェクトで皆様と一緒にまちづくり

の検討を進めていきます。

皆様に祐天寺駅周辺の取組み状況をリアルタイムにお伝

えするため、目黒区広報課のツイッターアカウントにて情

報を発信しています。是非、フォローお願いいたします。

アカウント名： @meguro_city

URL：https://twitter.com/meguro_city/

目黒区広報課ツイッターアカウントページ

祐天寺駅周辺地区まちづくりの取組みをツイートしています

１

第３回懇談会 実施概要

議論の様子 基本計画に向けての意見

日 程：令和４年３月13日（日）10:00-12:00
※感染拡大の影響により、２か月延期して開催しました。

会 場： 上目黒住区センター
参 加： 20名（会場15名、オンライン5名）

オブザーバー 4名

①日常的な
安全性の確保

②駅前の
魅力向上

③駅前広場の
利便性維持

【駅前広場の再整備の目標・基本的な考え方】

まちとつながる
居心地の良い駅前広場づくり

・・・詳細は２ページをご覧ください。

①駅前広場の
再整備に向けて

②駅通りの安全性
・快適性の向上

④木造住宅密集地
の改善

③まち歩き・みどり
の保全・創出

【４つのプロジェクト】

・・・詳細は３ページをご覧ください。 国士舘大学
西村 亮彦 先生

“広場づくり”や“みちづくり”は、 
“まちづくり”でもあります。

駅前広場の議論を周辺交通、エリ
ア価値の向上など地域づくりに結
び付けることが重要です。

今後は社会実験での検証もしなが
ら、整備される空間の活用につい
て議論して、様々な世代や立場の
意見を大事にしながら、将来を見
据えた検討を進めていきましょう。



駅前広場再整備の基本的な考え方
ご報告
その１
これまでの懇談会・ワークショップでいただいたご意見（まちづくりニュース第６号参照）

から、駅前広場の再整備の目標と３つの基本的な考え方をご提案しました。これらについて、

参加者の皆様からご提案・ご意見をいただきました。

【駅前広場の再整備の目標】
まちとつながる

居心地の良い駅前広場づくり

←近隣の民間駐車場の荷捌き
スペースとしての活用
（吉祥寺駅周辺の例）

・自動車交通量が少ない場所での
歩車共存空間デザイン

・自動車の主動線と歩行者の主動線
に不要な交差を発生させない

２

・駅周辺との連携を促進する案内サイン等

・小休憩や待ち合わせのベンチ

・送迎車両、荷捌き駐停車の
継続した検討協議

・タクシーの利便性への配慮

・標識設置等により交通の流れを
分かりやすくしたい

・周辺道路（栄通りや昭和通り）の

逆走対策を検討したい

・安全性の確保は駅前広場再整備
の最大の目的

・新しい交通手段との共存も検討
し、自動車、自転車、キックボー
ド等の通行ルールを考えたい

・限られた面積なので、段差をなく
す（フラット化）検討が重要

・現況のバス停車
台数の維持

・緊急時などバス
の折り返し運転
に対応できる

・祐天寺らしさを大事にする
→ のんびりした感じ、祐天寺

・地域資源のイメージを駅前広場
にも作れないか

・ベンチのデザイン（座りやすさ、
形など）も大事

・地域を印象付ける「ウリ」にな
る駅前広場にしたい

・商店街でのテイクアウトを楽しめ

る公園のような空間づくり
（併せてゴミのルールも検討したい）

・歩きやすさと安全性をリンクさ

せて考えたい（ベビーカーなども
安全に通行できるように）

・これまでは特に荷捌き車両を意識
していなかったが、まち全体として

店舗の荷捌き需要にも応える方策
を考えたい

・誰にとっても自由度の高いスペー
スを目指したい

・自動車の主動線と歩行者の主動
線に不要な交差を発生させない
レイアウト

・自動車交通量の少ない場所での
歩車共存の空間デザインの検討

・身障者の安全な乗降場所の確保

・駅前広場での見守りの目や案内
機能、災害時の滞在空間の確保

・「歩きやすい」「居心地の良い」
駅前空間づくりによる街とつな
がる魅力の向上

・商店会等とも連携した取り組み

・歩行者を中心とした駅前空間
づくり（歩道や滞留空間の確保）

・非日常利用やレイアウト変更に
も対応しやすいデザインや、効
率的な空間利用の検討

・現況のバス停車台数の維持
＋緊急時などに折り返し運転に
対応できるようにする

・タクシーの利便性に配慮した乗降
場所の設置
（待機スペースの位置および台数は
要検討）

※病院送迎､荷捌き等は継続的な検討
協議が必要
（祐天寺駅前広場内では、バス・タクシー
の駐車マスへの停車以外は道路交通法
により駐停車禁止となっています）

＜参加者の提案・意見＞

病院送迎車

①日常的な
安全性の確保

②駅前の魅力向上

③駅前広場の
利便性維持



３

ご報告
その２ 駅前広場のレイアウト案

①駅前広場の
再整備に向けて

②駅通りの安全性
・快適性の向上

④木造住宅密集地
の改善

③まち歩き・みどり
の保全・創出

目的 参加メンバーイメージ

社会実験による実現性や効果など
検証と駅前広場の設計への反映

懇談会やワークショップメンバーから
の希望者、公募など

沿道権利者で課題を共有し、解決方法
を検討

沿道土地建物所有者及び商業・事務
所テナントなど

まちの特徴や魅力に関する情報発信と
魅力向上に向けた取組みの検討・実践

懇談会やワークショップメンバー
からの希望者、公募など

地震時の火災、避難、救助活動等の
危険性の改善方策の検討

対象地区内の居住者・店舗等を営
んでいる方など

(A)交通島縮小案 (B)歩行者・バス共存案

・タクシーは各方向に向かえることが大事
・東西の車両交通が主要となるため、バスやタクシーが

停車しても余裕を持って通行できる幅員が必要

第２回懇談会でご提示した駅前

広場レイアウト案２案をより深め

て検討を進めました。

詳細は、4月24日(日)の駅前広場

基本計画(案)の説明会にてご説明

いたします。

・「人の目がある」駅前広場にするための仕組みを
公民連携で検討したい

・蛇崩川緑道で行うマルシェは発想は面白いが、周辺住民
の意向や、ゴミの処理など課題もあるので、工夫が必要

・街全体に取り組みを点在させて歩けるようにしたい

・地権者の皆さんにお声がけすることは重要
・歩行者のための空間を確保するために、幅7mの道路で

安全に歩ける方策を考えたい

・歩車共存の考え方は良い
・15分毎に1本程度バスが進入するため、安全性への

配慮が必要

・火災などの心配は常にある。「② 駅通りの安全性・快適性の
向上」と併せて考えるなど、地域全体として捉えていきたい

ご報告
その３ ４つのプロジェクトの推進
課題を共有し、検討を具体化していきます。

交通島を現在よりも縮小し、現在の車両利便性を
確保しながら、歩行者空間も確保する案です。

限られた空間を歩行者空間に活かすため、バスのみ
を駅前広場の歩行者空間と共存させる案です。

・駅前は商用車が多く通行しているので、スピードを抑制するデザイン面の工夫が必要となる
・歩車境界にポールを立てるなどの安全対策の検討が必要となる

②駅通りの安全性・快適性の向上

①駅前広場の再整備に向けて ③まち歩き・みどりの保全・創出

④木造住宅密集地の改善

＜参加者の提案・意見＞

＜参加者の提案・意見＞

朝と15時頃に
多くなる
人の方向

一日中、人の流
れが多い方向

祐天寺駅
中央改札

主な
流れ

自動車交通が
少ない動線

祐天寺駅
中央改札

歩行者の主動線

歩行者の主動線

車両の主動線

歩行者・バスの
共存空間

歩車
共存
空間

車両の主動線

■駅前広場に何もない場合に
歩行者が自然に進む方向

■自動車の流れ

※矢印の太さは交通量を示す※矢印の太さは交通量を示す

（共通）



【祐天寺駅周辺まちづくりに関する問合せ】

目黒区都市整備課街づくり調整係

〒153-8573 東京都目黒区上目黒2-19−15 TEL：03-5722-6846

Eメール：yutenji-04@city.meguro.tokyo.jp FAX：03-5722-9239

「祐天寺駅前広場の基本計画(案)」の説明会を開催します

４

4月24日（日）に祐天寺駅前広場の基本計画(案)の説明会を行います。地域の皆様との意

見交換を予定しております。

感染拡大防止に伴う会場の収容人数の都合上、参加を希望される方は、お申込みフォーム

から事前にお申し込みいただきますようお願いいたします。

お問い合わせ ： 目黒区都市整備課街づくり調整係 ＜下欄参照＞

日 時： 令和4年4月24日（日） 10:00～12:00

会 場： 上目黒小学校 体育館（五本木1－12－13）
内 容： 現況課題、再整備の目標・方針、レイアウト検討案、今後の進め方 ほか

祐天寺駅前広場の基本計画(案)の説明会

※後日、区ホームページで動画配信を行います。

申込方法： 参加申込フォーム（上記のQRコード）からお申し込みください。
または、電話、FAX・Eメールで4月15日(金)（必着）までにご連絡ください。
保育・手話通訳を希望される方は4月8日(金)までにご予約ください。

参加申込フォーム


